
■

入
学
動
機

大
学
院
へ
の
進
学
動
機

は
じ
め
に
入
学
動
機
に
つ
い
て
で
す

が
、
一
言
で
言
え
ば
、
大
学
を
取
り
巻

く
状
況
、
い
わ
ゆ
る
高
等
教
育
の
状
況
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。
名
古
屋
大
学
大
学
院
高
等
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
同

期
生
五
名
も
、
基
本
は
同
じ
よ
う
な
動
機
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
た
だ
、

学
ん
だ
後
ど
う
す
る
の
か
？
実
務
に
役
立
た
せ
た
い
と
か
、
実
務
を

行
う
ベ
ー
ス
と
な
る
も
の
を
学
び
た
い
と
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で

は
違
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
私
は
実
務
を
行
う
ベ
ー

ス
と
な
る
も
の
を
学
び
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

も
う
一
つ
の
き
っ
か
け
は
、
大
学
院
進
学
の
一
、
二
年
前
、
日
本

私
立
大
学
連
盟
（
以
下
、
私
大
連
）
主
催
の
研
修
に
参
加
し
た
こ
と

で
す
。
十
名
程
度
で
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
中
心
で
あ
り
、
そ
こ
で
、

他
大
学
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
さ
に
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
例
え
ば
、
東
京
の
大
学
職
員
の
人
達
は
、
大
学
の
垣
根
を

越
え
て
勉
強
会
を
や
っ
て
い
る
と
か
、
ま
た
こ
の
私
大
連
研
修
に
も

自
主
的
に
応
募
し
て
い
る
等
で
す
。
私
よ
り
も
年
下
の
方
が
大
半
で

し
た
が
、
当
時
の
私
に
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
ぐ
ら
い
意
欲
的
で

職 員

大
学
職
員
が

大
学
院
で
学
ぶ
意
義

フォーラム

二
〇
〇
六
年
九
月
三
十
日
（
土
）、日
本
福
祉
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
「
大
学
院
で
学
ん
だ
こ
と
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
第
二
十
七
回
東
海
高
等
教
育
研
究
所
職
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
稿
は
、
名
古
屋
学
院
大
学
の
前
川
勉
氏（
名

古
屋
大
学
大
学
院
教
育
発
達
科
学
研
究
科
高
度
専
門
職
業
人
養
成
コ
ー
ス
前
期
課
程
修
了
）
と
、
東
海
学
院
大
学
の
内
田
晩
穂
氏

（
桜
美
林
大
学
通
信
制
修
士
課
程
大
学
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
二
年
生
）
の
お
二
方
に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
お
話
い
た
だ

い
た
内
容
に
加
筆
修
正
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

＊
在
籍
年
次
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
時
の
も
の
で
す
。

名
古
屋
学
院
大
学
・
総
務
部

一
九
七
〇
年
、
三
重
県
生
ま
れ

ま
え
が
わ
・
つ
と
む

前
川

勉

大学と教育 No．４５ ０７―３
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刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

進
学
先
の
選
定

以
上
の
理
由
等
か
ら
、
体
系
的
に
長
い
ス
タ
ン

ス
で
高
等
教
育
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
い
う
希

望
を
持
ち
始
め
、
大
学
院
へ
の
進
学
を
考
え
ま
し
た
。

高
等
教
育
に
つ
い
て
学
べ
る
大
学
院
を
調
べ
て
み
る
と
、
幾
つ
か

あ
り
ま
し
た
。
名
古
屋
大
学
は
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
す
し
、
広
島

大
学
も
そ
う
で
す
。
私
立
大
学
で
は
、
桜
美
林
大
学
に
も
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
私
が
進
学
を
考
え
て
い
た
翌
年
度
か
ら
桜
美
林
大
学
に

通
信
制
課
程
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
大
学
院
の

う
ち
、
仕
事
を
し
な
が
ら
学
べ
る
と
こ
ろ
を
選
択
す
る
と
名
古
屋
大

学
と
桜
美
林
大
学
の
通
信
制
の
二
つ
し
か
な
い
わ
け
で
す
。

次
に
、そ
の
二
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。

ま
ず
、
名
古
屋
大
学
を
修
了
し
た
人
に
会
い
、
履
修
状
況
を
中
心
に

質
問
を
し
ま
し
た
。
そ
の
方
は
一
週
間
に
大
体
四
日
ぐ
ら
い
、
六
限

目
を
中
心
に
履
修
し
て
い
ま
し
た
。
私
の
所
属
大
学
は
郊
外
に
あ
り

ま
す
の
で
、
六
時
十
五
分
か
ら
の
六
限
目
を
履
修
し
よ
う
と
す
る
と

早
退
し
な
い
と
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
週
に
三
日
も
四
日
も
早
退
を
お

願
い
す
る
の
は
無
理
だ
と
あ
き
ら
め
か
け
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た

中
、
十
月
ぐ
ら
い
に
名
古
屋
大
学
大
学
院
の
説
明
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
現
役
院
生
の
方
（
大
学
職
員
の
方
）
と
話
す
機
会
が

あ
り
、
考
え
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
方
は
私
と
同
じ
よ
う
に
郊

外
か
ら
通
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
「
週
に
一
、
二
回
と
夏
休
み
の

集
中
講
義
を
履
修
し
て
い
れ
ば
十
分
単
位
は
取
れ
ま
す
よ
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
、
も
し
か
し
た
ら
通
え
る
か
も
し
れ
な

い
と
思
い
始
め
ま
し
た
。

次
に
桜
美
林
大
学
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。
十
一
月
頃
、
翌
年

度
開
設
予
定
の
桜
美
林
大
学
大
学
院
通
信
制
の
説
明
会
に
東
京
ま
で

出
掛
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
の
説
明
を
聞
き
「
通
信
制
課
程

は
、
自
分
を
き
ち
ん
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
人
で
な
い
と
継
続
し

て
い
く
こ
と
は
難
し
い
。私
に
は
合
わ
な
い
。や
っ
て
い
け
な
い
な
」

と
考
え
、
結
果
、
名
古
屋
大
学
へ
の
進
学
を
決
意
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
私
が
受
験
を
決
意
し
た
名
古
屋
大
学
大
学
院
の
正
式
名

称
は
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
教
育
発
達
科
学
研
究
科
博
士
課
程
（
前

期
課
程
）
教
育
科
学
専
攻
の
中
に
あ
る
生
涯
学
習
研
究
コ
ー
ス
の
高

等
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野
で
す
。
桜
美
林
大
学
の
よ
う
に
専
攻
で

は
な
く
、
専
攻
の
中
の
コ
ー
ス
に
あ
る
一
分
野
で
あ
り
、
定
員
は
若

干
名
と
な
っ
て
お
り
、
桜
美
林
大
学
と
比
較
し
小
規
模
で
す
。

そ
こ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
る
か
と

い
う
と
、
要
綱
に
は「『
高
等
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
で
は
、
高
等
教

育
に
関
連
す
る
職
業
人
・
社
会
人
を
対
象
に
、
理
論
的
・
実
践
的
専

門
教
育
を
行
い
、
高
度
な
専
門
性
を
身
に
つ
け
た
高
等
教
育
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
（
大
学
職
員
・
教
員
、
行
政
官
、
そ
の
他
の
高
等
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教
育
関
連
の
職
業
人
）
の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。
院
生
の
顔
触
れ
を
見
る
と
、
大
学
職
員
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
韓
国
の
い
わ
ゆ
る
教
育
委
員
会
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
派

遣
さ
れ
た
方
や
高
校
教
員
の
方
、
高
等
教
育
関
連
の
企
業
の
方
も
在

籍
し
て
い
ま
し
た
。

選
考
方
法

次
に
、
選
考
に
つ
い
て
で
す
が
、
出
願
資
格
は
、「
大

学
卒
業
ま
た
は
そ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
持
つ
社

会
人
で
三
年
以
上
の
職
業
経
験
や
社
会
的
活
動
を
持
つ
方
」
で
す
。

募
集
人
員
は
、
先
述
し
た
と
お
り
若
干
名
で
あ
り
、
試
験
科
目
は
書

類
選
考
と
外
国
語
、
口
述
試
験
で
す
。

書
類
は
、
い
わ
ゆ
る
入
学
志
願
票
等
の
一
般
的
な
も
の
の
他
、
社

会
人
院
生
の
場
合
は
「
職
務
及
び
社
会
活
動
説
明
書
」、「
研
究
・
学

修
計
画
」
と
「
こ
れ
ま
で
の
研
究
テ
ー
マ
と
そ
の
成
果
の
概
要
」
で

す
。
こ
の
三
つ
の
書
類
作
成
に
は
多
く
の
時
間
を
費
や
し
ま
し
た
。

当
初
は
、
書
き
方
す
ら
も
分
か
ら
ず
、
参
考
図
書
を
購
入
し
ま
し
た
。

「
研
究
・
学
修
計
画
」
の
内
容
は
、
当
時
私
は
人
事
課
に
所
属
し
て

い
ま
し
た
の
で
、
「
大
学
職
員
の
育
成
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
、「
こ
れ
ま
で
の
研
究
テ
ー
マ
と
そ
の
成
果
の
概
要
」

は
、
出
願
前
に
参
加
し
た
私
大
連
研
修
で
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
他

大
学
視
察
の
後
に
書
い
た
最
終
レ
ポ
ー
ト
（
テ
ー
マ
は
「
大
学
職
員

の
育
成
」）を
ま
と
め
ま
し
た
。

外
国
語
に
つ
い
て
は
、
英
語
を
選
択
し
ま
し
た
。
長
文
の
み
九
十

分
の
試
験
で
す
。
一
応
、
過
去
問
を
生
協
で
購
入
し
、
対
策
を
と
り

ま
し
た
。
最
後
に
口
述
試
験
に
つ
い
て
は
、
提
出
書
類
の
「
研
究
・

学
修
計
画
」
と
「
こ
れ
ま
で
の
研
究
テ
ー
マ
と
そ
の
成
果
の
概
要
」

を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

■

大
学
院
で
の
学
修
・
研
究

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

履
修
状
況

続
い
て
、
大
学
院
で
の
学
修
・
研
究
状
況
に

つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
名
古
屋
大
学
の
特
徴
を
挙
げ
て
み
ま

す
。
一
点
目
は
、
ゼ
ミ
実
施
が
私
の
所
属
し
て
い
る
教
育
発
達
科
学

研
究
科
教
員
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
高
等
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の

教
員
に
よ
る
ゼ
ミ
も
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
教
育
発
達
科
学
研

究
科
の
ゼ
ミ
は
一
般
院
生
も
い
ま
す
の
で
非
常
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
で

す
。
桜
美
林
大
学
に
は
、
実
務
家
教
員
や
著
名
な
教
員
が
多
い
と
感

じ
ま
し
た
が
、
名
古
屋
大
学
の
場
合
、
実
務
家
教
員
は
い
ま
せ
ん
。

一
方
、
高
等
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
戦
略

的
な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
研
究
科
と
セ
ン
タ
ー
に
ゼ
ミ
が

あ
る
こ
と
で
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
も
の
と
戦
略
的
な
も
の
と
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
ゼ
ミ
が
開
講
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
点
目
は
、
名
大
に
あ
る
資
源
の
活
用
で
す
。
中
央
図
書
館
や
研
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究
科
の
図
書
室
に
は
豊
富
な
資
料
が
あ
り
ま
す
の
で
、
資
料
の
収
集

に
は
困
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
、
高
等
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
各

種
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
生
協
で
は
多
く

の
専
門
書
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
教
員
と
院
生
の
バ
ラ
ン
ス
で
す
。
私
の
同
期
生
は
五
名
で

し
た
が
、
年
代
に
よ
っ
て
は
一
名
の
と
き
も
あ
り
ま
し
た
。
ゼ
ミ
担

当
教
員
は
、
教
育
発
達
科
学
研
究
科
に
八
名
、
高
等
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
に
三
名
い
ま
す
の
で
非
常
に
少
人
数
な
ゼ
ミ
が
展
開
さ
れ
、
教

員
と
院
生
と
の
濃
密
な
人
間
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
非
常
勤
に
つ
い
て
の
在
り
方
が
私
立
大
学
と
は
異
な
っ
て
い

ま
す
。
通
常
、
私
立
大
学
で
は
、
人
件
費
の
問
題
で
非
常
勤
教
員
を

雇
用
し
ま
す
が
、
国
立
大
学
で
は
、
著
名
な
方
に
夏
季
休
暇
等
を
利

用
し
、
非
常
勤
と
し
て
来
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ち
な
み
に
、
二
〇
〇

四
年
度
は
丸
山
文
裕
先
生
、
二
〇
〇
五
年
度
に
は
田
中
敬
文
先
生
が

担
当
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
時
間
割
は
朝
の
一
限
目
か
ら
七
限
目
ま
で
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
私
の
よ
う
な
社
会
人
の
場
合
、
日
中
の
受
講
は

不
可
能
で
す
の
で
、
六
限
目
の
六
時
十
五
分
か
ら
七
時
四
十
五
分
、

七
限
目
の
八
時
か
ら
九
時
三
十
分
、
そ
れ
に
加
え
て
夏
季
休
暇
の
集

中
講
義
を
中
心
に
受
講
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
七
限
目
は
あ
ま
り

開
講
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

次
に
Ｍ
１
、
Ｍ
２
で
の
履
修
状
況
に
つ
い
て
概
観
し
ま
す
。

ま
ず
、
Ｍ
１
の
前
期
で
す
が
、
木
曜
、
金
曜
に
四
コ
マ
集
中
的
に

履
修
し
ま
し
た
。
木
曜
は
、
六
限
に
高
等
教
育
政
策
論
（
戦
後
の
高

等
教
育
政
策
史
）、七
限
目
に
高
等
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
義
で
す
。

こ
れ
は
高
等
教
育
の
イ
ン
ト
ロ
的
な
講
義
で
す
。
そ
し
て
、
金
曜
六

限
は
高
等
教
育
政
策
論
（
初
年
次
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）。七
限
目
に

高
等
教
育
基
礎
論
�
（
入
学
者
選
抜
）
を
履
修
し
ま
し
た
。

Ｍ
１
の
後
期
は
、
な
る
べ
く
早
退
す
る
日
を
減
ら
そ
う
と
し
ま
し

た
の
で
、
月
曜
・
火
曜
・
木
曜
に
履
修
し
ま
し
た
。
月
曜
七
限
に
高

等
教
育
経
営
論（
戦
略
的
計
画
）、火
曜
六
限
に
高
等
教
育
経
営
論（
組

織
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
）、七
限
に
高
等
教
育
基
礎
論
�
（
大
学
に
お

け
る
技
術
・
知
的
財
産
移
転
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）、木
曜
七
限
に
高
等

教
育
経
営
論
（
今
後
の
大
学
経
営
）
で
す
。

集
中
講
義
で
は
、
高
等
教
育
政
策
論
（
日
本
の
高
等
教
育
財
政
）。

こ
れ
は
先
述
し
ま
し
た
丸
山
先
生
の
ゼ
ミ
で
す
。
さ
ら
に
、
名
大
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
コ
ア
科
目
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
他
分
野
の
科
目

を
最
低
一
つ
以
上
履
修
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
初
等
教

育
関
連
の
科
目
、
教
育
経
営
学
�
を
履
修
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

研
究
調
査
指
導
�
。
こ
れ
は
指
導
教
員
の
ゼ
ミ
で
、
時
間
割
上
組
み

込
ま
れ
ず
、
不
定
期
で
す
。
後
か
ら
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

図
１
で
は
、
先
述
し
た
Ｍ
１
の
履
修
状
況
を
一
覧
で
示
し
て
い
ま
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図１ Ｍ１の履修状況

※その他開講科目：高等教育基礎論�（大学の理念と歴史）、高等教育財政論（大学経営と財政）、比較高
等教育論�など

図２ Ｍ２の履修状況

※その他開講科目：高等教育基礎論�（アメリカ大学の理念と歴史）、高等教育内容論（学士課程教育論）、
高等教育経営論（大学における学生のキャリア形成支援）など

（７限）

―

―

―
―

高等教育内容論（授業設計）＊

―

高等教育マネジメント講義

―

―

―

高等教育マネジメント（中国フィールド・スタディ）／研究調査指導�・�

（６限）

―

―

―
高等教育基礎論�
（大学と学問の歴史）

―

―

―

―

―

―

期間

前期

後期

前期

後期

前期

後期

前期

後期

前期

後期

集中

曜日

月

火

水

木

金

（７限）

―

高等教育経営論（戦略的計画）＊

―
高等教育基礎論�（大学における技術
・知的財産移転のマネジメント）

―

―

高等教育マネジメント講義

高等教育経営論（今後の大学経営）

高等教育基礎理論�（入学者選抜）

―

高等教育政策論（日本の高等教育財政）／教育経営�／研究調査指導�

（６限）

―

―

―
高等教育経営論
（組織とリーダーシップ）＊

―

―

高等教育政策論
（戦後の高等教育政策史）

―

高等教育政策論
（初年次教育マネジメント）＊

―

期間

前期

後期

前期

後期

前期

後期

前期

後期

前期

後期

集中

曜日

月

火

水

木

金
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す
。
そ
の
う
ち
＊
の
つ
い
た
科
目
は
、
高
等
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
教

員
に
よ
る
ゼ
ミ
で
す
。

そ
の
他
、
高
等
教
育
関
連
開
講
科
目
は
、
高
等
教
育
基
礎
論
�（
大

学
の
理
念
と
歴
史
）、高
等
教
育
財
政
論
（
大
学
経
営
と
財
政
）、比
較

高
等
教
育
論
�
な
ど
で
す
。

続
い
て
Ｍ
２
の
履
修
状
況
で
す
（
図
２
参
照
）。Ｍ
１
で
あ
る
程
度

単
位
が
取
得
で
き
て
お
り
、
さ
ら
に
、
修
士
論
文
執
筆
が
あ
り
ま
す

の
で
、
履
修
科
目
数
を
か
な
り
減
ら
し
ま
し
た
。
前
期
で
は
、
水
曜

七
限
に
高
等
教
育
内
容
論
（
授
業
設
計
）、木
曜
七
限
に
高
等
教
育
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
講
義
を
履
修
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
Ｍ
１
の
と
き
に
履
修

し
ま
し
た
が
、指
導
教
員
の
科
目
で
す
の
で
再
履
修
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
後
期
は
一
科
目
だ
け
火
曜
六
限
に
高
等
教
育
基
礎
論

�
（
大
学
と
学
問
の
歴
史
）
を
履
修
し
ま
し
た
。

加
え
て
集
中
講
義
と
し
て
、
高
等
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
中
国
フ

ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
）
を
履
修
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
中
国
の
北

京
大
学
、
清
華
大
学
、
北
京
師
範
大
学
の
名
門
大
学
へ
の
視
察
で
す
。

あ
と
、
指
導
教
員
と
の
研
究
調
査
指
導
�
と
�
に
お
い
て
、
修
士
論

文
の
指
導
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

Ｍ
２
に
開
講
さ
れ
た
主
な
科
目
を
挙
げ
て
み
ま
す
と
、
高
等
教
育

基
礎
論
�（
ア
メ
リ
カ
大
学
の
理
念
と
歴
史
）、高
等
教
育
内
容
論（
学

士
課
程
教
育
論
）、高
等
教
育
経
営
論
（
大
学
に
お
け
る
学
生
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
支
援
）
な
ど
で
す
。

以
上
、
科
目
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
見
る
と
、
例
え
ば
入
学
者
選
抜

な
ど
実
践
的
な
名
称
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
高
等
教
育
研
究
セ
ン
タ

ー
以
外
の
科
目
は
非
常
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
で
す
。
ま
た
、
ゼ
ミ
の
実

施
形
態
に
つ
い
て
は
、
こ
の
後
で
説
明
し
ま
す
。

ゼ
ミ
に
つ
い
て

ま
ず
、
高
等
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野
の
院
生

構
成
は
、
大
学
職
員
と
し
て
、
部
長
の
方
、
課

長
の
方
な
ど
、
多
様
な
職
位
の
方
が
い
ま
す
。
そ
し
て
、
二
十
歳
代

か
ら
六
十
歳
代
ま
で
、
年
齢
も
非
常
に
幅
広
く
、
国
公
私
立
等
所
属

も
多
様
で
す
。

教
育
発
達
科
学
研
究
科
で
行
わ
れ
る
ゼ
ミ
は
一
名
か
ら
多
く
て
八

名
ぐ
ら
い
の
規
模
で
す
。
内
容
は
、
諸
文
献
、
資
料
等
の
分
担
報
告
、

討
論
で
す
。
高
等
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で
の
ゼ
ミ
は
、
主
に
レ
ク
チ

ャ
ー
↓
作
業
↓
発
表
の
流
れ
で
進
め
ら
れ
ま
す
。

ゼ
ミ
で
の
報
告
担
当
時
は
、
文
献
資
料
を
収
集
し
、
コ
メ
ン
ト
・

論
点
を
含
ん
だ
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
土
日
を
使
っ

て
準
備
し
ま
し
た
。
報
告
の
な
い
と
き
は
、
文
献
を
読
ん
で
お
き
ま

す
。
そ
し
て
、
ゼ
ミ
生
は
、
高
等
教
育
の
社
会
人
院
生
ば
か
り
で
な

く
、
ド
ク
タ
ー
の
方
や
一
般
の
院
生
も
履
修
し
て
い
ま
す
。
評
価
に

つ
い
て
は
、
期
末
試
験
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ゼ
ミ
内
で
の
日
々

の
報
告
発
表
、
討
論
へ
の
参
加
で
評
価
さ
れ
ま
す
。
期
末
レ
ポ
ー
ト
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の
あ
る
科
目
も
あ
り
ま
す
。

修
士
論
文
に
つ
い
て

次
に
、
修
士
論
文
の
執
筆
に
つ
い
て
触
れ

ま
す
。
名
大
の
場
合
は
、
学
位
に
対
し
て

「
二
年
以
上
在
学
し
、
所
定
の
授
業
科
目
を
履
修
し
三
十
単
位
以
上

を
取
得
し
、
か
つ
修
士
論
文
の
審
査
・
試
験
に
合
格
す
れ
ば
、
修
士

の
学
位
が
授
与
さ
れ
ま
す
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
修
士
論

文
は
必
須
で
す
。

先
ほ
ど
調
査
研
究
指
導
�
、
�
、
�
と
し
て
、
指
導
教
員
の
ゼ
ミ

が
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
が
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
修
論
指
導
に
あ
た
り
ま

す
。
た
だ
、
指
導
教
員
が
手
取
り
足
取
り
何
か
レ
ー
ル
を
敷
い
て
く

れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
い
意
味
で
旧
帝
大
時
代
の
指
導
方

法
だ
と
思
い
ま
す
。

修
論
を
執
筆
す
る
上
で
の
二
年
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
が
、
ま

ず
、
Ｍ
１
の
四
月
に
、
研
究
題
目
及
び
二
年
間
の
研
究
計
画
を
立
案

し
た
「
大
学
院
研
究
指
導
・
学
修
計
画
」
を
提
出
し
ま
す
。
当
然
、

入
試
時
の
研
究
・
学
修
計
画
と
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。

Ｍ
１
の
と
き
は
、
同
じ
指
導
教
員
で
、
同
じ
よ
う
な
研
究
テ
ー
マ

を
持
っ
て
い
る
院
生
と
ゼ
ミ
を
行
い
ま
し
た
。
指
導
教
員
一
人
と
私

達
院
生
で
文
献
レ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
ま
た
参
加
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
内

容
紹
介
を
し
、
そ
れ
に
対
し
て
、
指
導
教
員
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
も
ら

い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
、
思
考
が
活
発
化
し
、
頭
の
整

理
が
で
き
、
研
究
テ
ー
マ
の
絞
り
込
み
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
文
献
に
関
す
る
意
見
交
換
も
行
い
ま
す
の
で
、
文
献
収
集
に

も
役
立
ち
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
不
定
期
で
す
が
、
月
に
一
回
ぐ
ら

い
実
施
し
ま
し
た
。

Ｍ
１
の
後
期
に
は
、
課
題
意
識
検
討
会
が
あ
り
ま
し
た
。
高
等
教

育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
院
生
五
名
が
一
年
間
修
了
し
た
段
階
で
の
研
究

状
況
を
報
告
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
教
員
や
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
方
か
ら

コ
メ
ン
ト
を
も
ら
い
ま
し
た
。

Ｍ
２
に
な
る
と
、
早
速
四
月
に
修
士
学
位
論
文
題
目
届
を
提
出
し

ま
す
が
、
ま
だ
仮
題
の
段
階
で
す
。

私
の
場
合
、
五
月
か
ら
メ
イ
ン
素
材
の
決
定
と
他
文
献
の
読
み
込

み
を
し
て
い
き
ま
し
た
。
同
時
に
、
九
州
大
学
で
開
催
さ
れ
た
日
本

高
等
教
育
学
会
第
二
十
七
回
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
参
加
に

よ
り
、
内
容
だ
け
で
は
な
く
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
報
告
の
仕
方
や
レ

ジ
ュ
メ
の
作
成
方
法
な
ど
非
常
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

八
月
に
は
広
島
大
学
の
高
等
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
の
公
開
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
日
本
で
初
め
て
の
高
等
教
育

に
関
す
る
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
所
属
教
員
の
多
さ
、
さ
ら
に
非
常
に

充
実
し
た
資
料
室
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
後
は
、
広

島
大
学
で
職
員
論
が
ご
専
門
の
大
場
先
生
に
よ
る
名
古
屋
大
学
と
広

島
大
学
と
の
合
同
ゼ
ミ
が
あ
り
ま
し
た
。
広
大
の
場
合
、
現
役
社
会
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人
の
院
生
は
在
籍
し
て
い
ま
せ
ん
、
元
大
学
職
員
、
元
企
業
勤
務
の

方
々
で
す
の
で
一
般
院
生
と
同
じ
よ
う
に
昼
間
か
ら
講
義
を
受
け
、

修
論
準
備
、
研
究
が
で
き
ま
す
。
当
然
な
が
ら
、
名
大
か
ら
参
加
し

た
二
名
よ
り
は
修
論
作
成
の
進
度
が
早
い
の
で
、
少
し
焦
り
を
感
じ

ま
し
た
。

九
月
に
は
、
中
国
の
名
門
大
学
へ
視
察
に
行
き
ま
し
た
。
修
論
執

筆
中
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
参
加
に
迷
い
ま
し
た
が
、
北
京
大
学
、

清
華
大
学
、
北
京
師
範
大
学
と
い
う
名
門
大
学
を
視
察
で
き
る
の
は

二
度
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
、
参
加
を
決
め
ま
し
た
。

中
国
の
大
学
視
察
か
ら
帰
国
後
、
修
論
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
に
関
し

て
指
導
教
員
に
ゼ
ミ
を
し
て
も
ら
い
、
修
正
に
修
正
を
重
ね
て
ア
ウ

ト
ラ
イ
ン
を
固
め
ま
し
た
。

十
一
月
に
は
、
四
月
に
提
出
し
た
修
論
の
題
目
に
関
す
る
変
更
届

を
提
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
最
終
的
な
確
定
で
す
。
こ
こ
ま
で
に
き

っ
ち
り
と
し
た
も
の
に
詰
め
て
い
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
私
は
主

題
を
「
日
本
に
お
け
る
大
学
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
育
成
に
関
す

る
一
考
察
」
に
変
更
し
、
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
修
論
執
筆
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
が
、
働
き
な
が
ら
で
す
の
で
、
日
常
は
な
か
な

か
書
け
ま
せ
ん
。毎
日
一
時
間
ぐ
ら
い
で
は
非
常
に
効
率
が
悪
く
て
、

細
切
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
土
曜
日
や
日
曜
日
、
時
間
が

と
れ
る
と
き
に
集
中
的
に
書
き
ま
し
た
。
そ
の
間
も
指
導
教
員
と
連

絡
を
と
り
、
何
度
か
ゼ
ミ
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
修
正
し
て
い
き

ま
す
。
年
末
年
始
の
休
暇
中
は
、
一
番
時
間
が
取
れ
集
中
で
き
る
期

間
で
し
た
の
で
、
ほ
と
ん
ど
一
日
中
執
筆
し
て
い
ま
し
た
。

年
明
け
か
ら
は
、書
け
た
章
ご
と
に
指
導
教
員
に
メ
ー
ル
を
送
り
、

指
導
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
メ
ー
ル
ほ
ど
便
利
な
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
一
月
十
日
に
無
事
、
教
育
学
部
教
務
学
生
掛
へ
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
二
月
に
口
述
試
験
が
あ
り
ま
す
。
内
容
は
、
四
十
分
間
、

主
査
と
二
名
の
副
査
に
よ
る
口
述
試
験
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
紀
要
に

載
せ
る
抄
録
の
作
成
が
あ
り
、
三
月
二
十
七
日
に
は
無
事
修
了
式
と

な
り
、
修
士
の
学
位
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

修
論
執
筆
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
と
し
て
は
、
執
筆
開
始
時
期
が
一

般
院
生
と
比
較
し
非
常
に
遅
か
っ
た
の
で
、
Ｍ
２
の
八
月
頃
は
一
年

後
の
提
出
に
し
よ
う
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
指
導
教
員
か
ら
「
自
分

の
経
験
か
ら
見
て
、
一
年
間
延
長
し
て
も
延
ば
し
た
だ
け
の
も
の
が

書
け
る
人
は
な
か
な
か
い
な
い
。
今
年
、
一
気
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
さ
れ
、
一
気
に
書
こ
う
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
執
筆
開
始
は
遅
か
っ
た
の
で
す
が
、
強
み
と
し
て

は
、
い
わ
ゆ
る
素
材
、
メ
イ
ン
文
献
を
早
期
に
決
定
し
て
い
た
こ
と
、

お
よ
び
広
大
と
の
合
同
ゼ
ミ
に
よ
り
一
般
院
生
と
の
違
い
を
認
識
で
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き
た
こ
と
（
現
場
を
知
っ
て
い
る
こ
と
）
だ
と
思
い
ま
す
。
逆
に
、

社
会
人
院
生
の
弱
み
と
し
て
は
、
や
は
り
仕
事
と
家
庭
と
院
生
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
で
し
た
。

■

修
了
後
の
状
況

最
後
に
、
修
了
後
の
状
況
で
す
。
意
識
の
変
化
と
し
て
、
大
学
院

に
行
く
前
は
実
務
的
な
こ
と
に
し
か
興
味
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

理
論
の
重
要
性
を
認
識
で
き
、
思
考
に
深
み
が
出
た
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
高
等
教
育
の
歴
史
や
政
策
な
ど
、
実
務
に
直
接
的
な
関
わ

り
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
高
等
教
育
機
関
に
勤
め
て
い
る
者

と
し
て
、
そ
の
ベ
ー
ス
を
知
る
と
い
う
か
こ
う
し
た
知
識
を
持
っ
て

い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
理
論
と
実
践
の
バ
ラ
ン
ス
、

よ
く
理
論
の
上
に
実
践
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
も

の
は
必
要
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
も
う
一
点
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
で
き
ま
し
た
。
職
位
、
年
齢
を
越
え
た
院
生
同

士
や
名
大
、
他
大
学
の
教
員
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
こ
れ
は
何

物
に
も
変
え
が
た
い
財
産
で
す
。

最
後
に
課
題
と
し
て
は
、
大
学
院
で
学
ん
だ
こ
と
を
ど
う
や
っ
て

生
か
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

・
職
位
に
よ
っ
て
違
っ
て
き
ま
す
し
、
所
属
大
学
の
大
学
院
へ
の
派

遣
に
関
す
る
考
え
方
に
よ
っ
て
も
異
な
る
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
は
な

か
な
か
答
え
の
見
つ
か
ら
な
い
課
題
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
大
学
院
で
の
学
修
に
限
ら
ず
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
参
加
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
ど
れ
だ
け
実
務
に
生
か
せ
て
い

る
か
、コ
メ
ン
ト
が
あ
れ
ば
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｍ
２
の
時
、
慶
応
義
塾
大
学
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
訪
問
し
、
自
大
学

職
員
を
自
大
学
院
ま
た
は
ア
メ
リ
カ
の
大
学
院
へ
派
遣
し
て
い
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
制
度
と
し
て
構
築
し
て
い
る
た
め
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
も
充
実
し
て
お
り
、大
学
院
で
の
二
年
間
は
業
務
を
免
除
し
、

給
与
は
一
〇
〇
％
支
給
、
大
学
院
学
費
も
何
割
か
は
補
助
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
ち
な
み
に
以
前
は
、
全
額
補
助
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ

の
よ
う
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
制
度
と
し
て
派
遣
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
修
了
後
の
活
か
し
方
が
課
題
だ
そ
う
で
す
。
本
人
の
問
題

も
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
職
場
で
の
配
置
の
仕
方
、
使
い
方
に
も
問

題
が
あ
る
よ
う
で
す
。
適
材
適
所
の
配
置
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
や
は
り
組
織
で
や
っ
て
い
る
以
上
、
適
材
適
所
に
都
合
よ

く
配
置
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、な
か
な
か
難
し
い
課
題
で
す
。

わ
れ
わ
れ
、
修
了
し
た
側
と
し
て
は
、
修
了
し
て
す
ぐ
に
そ
れ
を

生
か
せ
る
状
況
に
就
け
れ
ば
幸
い
で
す
が
、
た
と
え
そ
う
で
な
く
て

も
、
そ
の
時
ま
で
に
い
か
に
磨
い
て
お
く
か
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
研
究
会
で
発
表
す
る
の
も
い
い
で
す
し
、
い
ろ
い

ろ
な
学
会
に
入
る
の
も
一
つ
の
方
法
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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